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V35b 内之浦 34mVLBI局の立ち上げ
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深宇宙探査機の軌道決定にはこれまでレンジとレンジレート (R&RR)が用いられてきた。R&RRは視線方向の
データを用いるため、赤緯方向の位置決定精度には限界がある。一方VLBIによって衛星を観測すると、観測局
であるアンテナ間の基線方向、すなわち視線と垂直方向に精度を持った位置決定が可能となる。R&RRとVLBI
両方のデータを用いることにより軌道決定精度が向上する。また、従来の双方向のレンジトーンを用いた VLBI
による決定手法に加え、片方向テレメトリ信号を用いることにより、軌道決定のための時間の節約など運用の自
由度の拡大も期待できる。
我々は、このようなVLBIを用いた深宇宙探査機の軌道決定精度向上を目的として、内之浦宇宙空間観測所 34m
アンテナを VLBI局として整備を進めてきた。2004年 7月には初フリンジを検出し、臼田 64mアンテナとの間
での JAXA内基線においても小惑星探査機「はやぶさ」の VLBI観測に成功した。さらに 11月には、NICT 鹿
島 34mアンテナ、GSI筑波 32mアンテナ測地観測により誤差 1cm以内での局位置決定も行い、VLBI局として
立ち上がったので報告する。


